
 

３月１3日（金）、第 79回卒業証書授与式を挙行しました。卒業生だけでなく、こんなにも多くの在校生や保護

者が涙に暮れる感動的な式は、本校の素晴らしい伝統と特色と言えます。ご臨席いただいたご来賓の皆様、お子様

がお生まれになったあの日から惜しみなく愛情と真心を注ぎ続けてこられた保護者の皆様、個性を尊重し粘り強く

指導してくれた教職員の皆さん、そして感動的な式になるよう心を込め、華を添えてくれた在校生の皆さん、皆様

のおかげで素晴らしい式になりました。心より感謝と御礼を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

養護教諭が中心となって学級担任と連携をとり、自殺防止を含めた命を

守る教育について、全学級で授業を行いました。  

相談しやすい人間関係を構築するために、「かけられて嬉しい言葉」や「上

手な聴き方」などを考えるとともに、様々な場面設定を用意し、「こんなと

きは、どんな声掛けをしたらよいか」や「相手に寄り添い、話題に沿った

表情や態度で聞くこと」などについて、ペアワークで演習を行いました。 

生徒達は、「相手の心に寄り添い、安心感や元気を与える肯定的な言葉を

かけること」、「言葉だけでは上手くいかないこともあるので、表情や態度

も大切だということ」などを、体験的に身に付けることができました。 
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学校の善し悪しは３年生で決まります。君達は心優しく、ときにユニークで、良きお兄さんお姉さんとして、随所でリーダー

シップを発揮してくれました。今年１年間の本校の成功と成長は、君達 14 名の活躍に他なりません。「人の話はヘソを向け

て聴く」それを 3年間実践し、本校の当たり前にしてくれたのも君達でした。素晴らしかった。ありがとう。   ～ 中略 ～ 

君達の人生は、自分の意志で自由に選択することができ、どんな色にも染められる前途洋洋たるものです。 ですから、 

名門清川中学校で過ごした日々を誇りに、世間から見た成功ではなく、自分にとっての幸せを軸に「自分は何年かかっても

この道を進むんだ」という夢を抱き、粘り強く挑戦していって下さい。君達の夢の結実を祈っています。（校長式辞より抜粋） 

   

 



 

 

 

 

この春、異動する２名の教職員より、生徒・保護者・地域の皆様に御礼のご挨拶を申し上げます。 

 

校長 小野 稔之（帯広市の中学校へ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

教諭 吉川 侑希（十勝東北部の中学校へ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（木）ＰＴＡ三役会、ＰＴＡ役員会 

８日（水）着任式、始業式、入学式、対面式  

９日（木）バス通学指導（※部活動なし） 

１５日（水）～１７日（金）３年修学旅行 

１・２年二者面談 

２０日（月）３年回復休養日 

（１・2年は登校日） 

２１日（火）授業参観日・全体懇談・学級懇談 

２３日（木）3 年全国学力学習状況調査（国語・数学・英語） 

２５日（土）全十勝春季バドミントン大会（団体） 

２６日（日）全十勝春季バドミントン大会（個人） 

２７日（月）全校集会・生徒会各種委員会 

２８日（火）3 年全国学力学習状況調査（英語 ※話すこと） 

２９日（水）昭和の日 

 

 

☆男女バドミントン部「全十勝中学生学年別シングルス大会」2／23（月）よつ葉アリーナ 

男子２年生の部：五十嵐匠（ベスト１６）、小林隆太（ベスト３２）   （※ベスト３２以上を掲載） 

女子２年生の部：河尻 蘭（ベスト１６） 

女子１年生の部：石橋もあ（ベスト１６）、高下音花（ベスト３２）   

 

☆女子バレーボール部「全十勝普及・強化リーグ戦」2／28（土）音更町総合体育館 

 対下音更中 ０－２ 敗戦 ／ 対本別・足寄・勇足中 ０－２ 敗戦 

 

 

 春はワラビやタラの芽などの山菜、夏は札内川のヤマメの天ぷらと、家の周

りは自然豊かな食の宝庫！おかげで単身赴任の夕飯が乙なものになりました。 

素直で心優しく、互いを認め合う支持的風土にいる生徒。会議は必ず定刻に

始まる紳士・淑女で協力的な保護者。温かく見守り、頼めば何でも助けてくれ

る地域の方々。子供への深い教育的愛情に満ち、自走し、協働する教職員。  

これぞ「名門清川中学校」です。3年間、本校で働かせていただき、本当に幸せ

でした。お世話になった全ての方々に深く、深く感謝と御礼を申し上げます。 

清川のまっすぐで温かい子どもたちと過ごした日々は、私にとってかけがえ

のない宝物です。授業や行事、何気ない日常の中で見せてくれた成長の姿から、

多くのことを学ばせてもらいました。日頃より学校教育に温かいご理解とご協

力をいただいた保護者の皆様に、心より感謝申し上げます。清川で得た経験を

胸に、これからも十勝の子どもたちの学びを支えていけるよう精進してまいり

ます。これまで本当にありがとうございました。 

 



 


